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　大西民子さんは、大正１３年（１９２４）、盛岡市に

生まれました。昭和２４年（１９４９）にさいたま市（旧

大宮市）に移り住み、以後、平成６年（１９９４）に

６９歳で他界するまで、この地で活躍されました。

　大西さんがさいたま市に転居するきっかけと

なったのは、新歌人集団の存在でした。戦後間も

ない昭和２１年、加
か

藤
と う

克
か つ

巳
み

氏、近
こ ん

藤
ど う

芳
よ し

美
み

氏、大
お お

野
の

誠
の ぶ

夫
お

氏らの歌人が、新歌人集団を立ち上げ、浦和駅

前にあった埼玉県商工経済会館で発会式を行いま

した。当時、三氏は、ともにさいたま市（加藤氏

は旧与野市、近藤氏・大野氏は旧浦和市）在住で

した。大西さんは、新聞や雑誌でこうした活動を

知り、転居を決意したのです。

　大西さんは、昭和３１年（１９５６）、第一歌集『ま

ぼろしの椅子』を刊行。以後、『不文の掟』、『無数

の耳』、『花溢
あ ふ

れゐき』など、１０冊の歌集を刊行し

ました。

　これらの歌集は、高く評価され、「短歌研究賞」、

「迢
ちょう

空
く う

賞」、「詩歌文学館賞」などの賞を受賞してい

ます。

　一方、私生活は幸福とは言い難く、昭和２２年

（１９４７）に結婚し、翌年には男児を授かるも死産、

その後、半年余り病床に臥
ふ

しています。また、昭和

２１年（１９４６）に父が病死、昭和３５年（１９６０）に

母も他界、昭和３９年（１９６４）には１０年間別居し

ていた夫と協議離婚。同居していた最愛の妹も昭

和４７年（１９７２）に急逝し、４８歳で身寄りのすべ

てを失うことになります。

　こうした家族の死、離婚は、大西さんの歌に大

きな影響を与えます。作品の随所に、「死と向き合

　氷川神社の程近く、氷川の杜
も り

文化館の庭内に、戦後を代表する歌人・大
お お

西
に し

民
た み

子
こ

さんの歌碑があります。

　　かたはらにおく幻の椅子一つあくがれて待つ夜もなし今は

　この歌は、大西さんの第一歌集『まぼろしの椅子』の代表歌で、家庭を裏切った夫を待ち続ける妻の哀切を

歌い上げ、多くの読者の共感を得た歌です。

　今回は、大西さんの足跡をたどりながら、さいたま市とのかかわりをご紹介します。

▲歌碑（氷川の杜文化館）
　表（上）と裏（右）

大西さんとさいたま市
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う特異な感性」ともいうべき表現が見られ、やが

てそれは、夢と幻想の世界、幽玄の世界へと昇華

されていきます。

　晩年の大西さんは、多くの新聞や雑誌の選者を

務める傍ら、現代歌人協会理事、埼玉県歌人会副

会長などを歴任、平成４年（１９９２）１１月には紫
し

綬
じ ゅ

褒
ほ う

章
しょう

を受章しています。

　平成６年（１９９４）１月５日、自宅にて急逝。享年

６９歳。平成１０年（１９９８）には遺歌集『光たばねて』

が刊行されました。

大西さんと現代短歌新人賞

　大西さんの遺稿、蔵書等約１万点と著作権が、

平成８年（１９９６）、旧大宮市に寄贈されたことを

きっかけに、（仮称）大宮文学館を整備する構想が

浮上します。この構想は、その後消滅しますが、

平成１２年（２０００）、旧大宮市が文学館の先行事業

として「現代短歌新人賞」を創設。合併後も引き

継がれ、平成２８年（２０１６）には、第１６回を開催す

るに至りました。

　「現代短歌新人賞」は、歌壇に新風をもたらす歌

人の発掘・支援を行うことを目的として、毎年、

有識者へのアンケートで多くの推薦を受けた歌集、

選考委員が推薦する歌集の中から、受賞作品を決

定しています。

　その表彰式では、毎回授賞とともに著名な歌人・

詩人の方々に特別講演をお願いしています。昨年

の第１５回では記念座談

会「 大 西 民 子 を 語 る 」

と題し、選考委員５名

が大西さんの歌を読み

解くとともに、逸話な

どを紹介されました。

　相次ぐ不幸に屈する

ことなく、それを文学

に昇華させた大西さん

の歌と生きざまは、没後

２０年以上たった今でも

語り継がれ、さいたま

市に息づいています。

現代短歌新人賞受賞作が決まりました第１６回

　さいたま市が主催する「現代短歌新人賞」は今年で１６回目となります。

平成２７年１２月６日の選考会で選ばれたのは、尾
お

﨑
ざ き

朗
あ き

子
こ

さんの歌集『タ

イガーリリー』（ながらみ書房 ２０１５）です。

　作品や選考過程についての記事が、雑誌『ミセス』（文化出版局）２０１６年３月号に掲載されています。

『ミセス』は図書館でも所蔵していますので、ぜひご覧ください。

「尾﨑朗子歌集『タイガーリリー』には作者の生の重み、深み

が感じられ、時にユーモアを感じさせる作もたんにユーモアに

終わらず、切実な想いがその奥に隠されており、安定した表現

も評価し、贈賞を決めたのである。」

（選考委員講評、さいたま市ホームページより）

▲大西民子さんイラスト
　（森田敏男／画）

※大西民子氏をはじめとするさいたま市ゆかりの文学者の資料を

展示・紹介できるよう、大宮図書館で現在整理を進めています。
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